










ンマ-ザ-ル，ではフルートの金 a 


一流の? V を、 

芄较に、お茶で 
も飲みながら滕 
二？い、 ラ「小 
衿な j ひ i が增 
えている。 

「お茶」はときにウイスキ“だ 
ったりワインだった々して大人 
のムードを醸し出してはいるが 
耳に to ； く#はいつ{•心地よい、 
そんなお店が * 川には嫌つかあ 
って，「冬の気持ち』をあたため 
てくれる》 
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国さんを迎えてクラシックフアン 
が一宏に集い、休憩にはおつ 
まみにワイン、 コーヒーが 供され 
て和氕がただよう、 いい ムードが 
ホールいフば いに* 

大人の ST 囲饿ただよう 「 UM^J 
にサ.チ • コさんか’明うシャンソ 
ンとタンゴが肩ちる 《オードブル 
をウイ久 キーの 水割リで頂さなが 
ら、円熟味ゆたかな取にしばし耳 
を傾けるのも、 二の 达ならではの 
味わいである. 


二 の街では玫し い 紅茶尋鬥店の 
「アルビヨンパロックコンサー 
卜を中心に、味と畜のハ••モニ •• 
をよく试みる，二の日は□ビーで 
のビアノ演驀（松:供珀子さん）に 
ファンが駆けつけた，ここには® 
m もあ” 、立) u 人の班性を刻激する 
企 H が盛りだくさん， 
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空«に一字挿入を K みよ。 
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昭和天皇を他んで 








和 2.1 年11月、再び立川の地を踏 
まれた•この折は•典菜^狭場 
への行幸であ〇た。都* F 産業振 
興をお考ぇになられてのもので 
あった。装いも天 fir« 下は背広 
姿、空后陛ドはお務物で袴姿と 
いぅお出で立ちで*った。 

そして昭和 58 年 10 月には，ご 
在位. iL 十固年の^念本装として 
姥設された、国 ft 昭和^念公 ffl 
nara 式ご出席の^に行幸なされ 
た♦式典にのぞまれた陛 7 は. 
カナール tfrc われる水路に立ち 
#. ぶィチョウ捩木に足を運ばれ、 
m 屮淬七郎氏(当時の M 来蟪方 

绝攻局*>にィチョウについて 
ご質問されていた•これも生物 
に学通がお深い暁下らしいお姿 
であった。 

また、15梅 IfJ 永山丘陵で行わ 
れた W 樹祭や，痛域山の： n 杉沢ご 
敗策，小河内ダム、玉^芙術鲔、 
都多嗲勐物公兩 ， IB 林*试験場 
浅川^赎林の按保な林へのご视寮、 
そして多來卸睃'多窣朿陵など多 
學の地1:数多くの足を運ばれた。 

昭和記念公闹の木々が大きく生 
い茂げるにつれわれわ nt また， 
深く陛下を®ぶことであろう。 

楽写具提供三田鶴吉氏 



た いす 昭和天 a が初めて立川に行幸な 
れのでよ されたのは、今から56年的の昭和 
らとん“ 〇〇年5月のことであつた*多»竣 
aIIJUH fw$tf をなされたのち， •* 川駅に 
心 AJ に下 一 W りられ胳¥航空本部技術部に行 
中 r 度陛ば幸された。当時の各新 wa 「空不 
M2! 11 0(7)tn?s り」と®して®じた。 

和 1 よ LBTIII 明治 42 年に飛行機が*¥に採用 
_皇&リてされて 253 ?年の記±すべき口であ 
動厌れあしった。これに伴い 5 万人という人 
激 Hafo ふる"れ々がぉ f に f た。 

それから 16 年の月 Q の立つた昭 
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多くの方々のご協力を項き•「ベスト立川人•«」 
も4 MB を終えることが出來ました" a 場して項い 
た立) II 入を • WB から数えますと •& 人を挫す某晴 
しい立川人が集まりま L た。 L « J «6 るごとにこれで終 
〇かと思つていましたが*どんどんユニークな方が 
i » いてくる街であります**今回は八百名からのご来^ 
を項き•昨年 12 C 15 日から一週間 W かれた^典展を 
終らせて頂くことが出来诚に有雜うございました。 
今年はどん^4^がこられますやら、今か，ら來しみです。 


もさく立川の花 


i 


さまざまな分野の方々が 
立川を^れ海を越えて、海 
外で活躍をされている。 
その中でも•長年多摩川 
に飛米する岛たちを嫩り統けてき 
た原 W 乎Iさん(羽衣町 >。そして、 
•bn25 日に rtf 民会館で行われたチ 
ヤリチイ^- 





に大きな a 
• S を m めた， 

工？ハンド 

ベルリンガ丨 

1 ズは，咋肀 
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7 H 29 H に力—ネギ—に招か n て 
の®奥に紱き•今度はホワィトハ 
ウスでの«赛となつた。索哨1い 
存色をホワィトハウスのクリスマ 
スにとの招き 
を項いてのも 
のであった* 
当 B 、 太 K の 
周りに大きな 
n 晕がでて、 

祝福 I ているょぅであつた。 

また、フランスのパリでは昨年 
のフランス•オランダに较く 2 * 
口の渡欧となつた原田牟一さん。 
今回は' パリのコダックギヤラリ 
I からの強い要^にょる t のであ 
つた•今年はフランス革命 200 周年 
を迎ぇる He 念すべき年で、その • 
現として ffl かれた名 £ f ある写典® 
である。ここで行われる 
写真 M は•日本人として枋 1 
めてのことでもある。 


はとんど独学に近い 
のだとおつ I やる•「妹 
がやつてぃたので、敉 
わ今ながら•あとは兒 
ょぅ a まねで J 。 

モザィク阃の基本を 
学ぶ«作をのぞけば今 
回の「玄中相合傘」は 
蘭川さちのさんにとつ 
X 、 * 初の作品。 P すから、表 
紙にしてドさるのは婧しいんです 
けど、それだけにアラが0立つち 

真如苑だょリ 

「漱勧の昭和」が柊りをつげ， 
斯しい「平(£」の世が S をあけ 
il た•新 I い時代がすこや 
かなれと析らずにはいられま 
せん® 

歃1ぃ*さの析りですが • 
ttte 苑では今月もまた、苷さ 
まのおこしをお W ち申し上げ 
ます* 

■日時 2 E :23 日 W 

午後2時〜4時 
■御本 * T ft 如: t 物館を U じ 
めと L て映®など tto だくさ 
んの用£が I てございます • 

■立川市 R {成人) r •限らせ 


て頂きます 
■お申し込み 
は「えくてび 

あん•コン 

H オン」(本2: 
を手漉してく 
れた入)へ ♦ 
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やラんじやないか t / 

S !! 作に取組んでいると、だんだ 
ん形を成 L てくるのが楽しくて ♦ 
時間のたつのも忘れる裎だ t 眼を 
かがやかせる n •師匠〃の U ; さんと 
は•本誌 87 年 3H 号の表紙を飾っ 
てくださった「ブルガリアの少 fcJ 
の作者、田辺 
商子さんその 
人。ご姉 ik の 
みならずご# 
父を屮心と L 
て、「フアミリ 
1 族」を開催する程の〃 S 術 I 家*。 
親子三代にわた〇て十数人が出品 
するといラから、これはもう ， il 
筋*としか云いようがないだろう。 
前川さん•タィル PI をはじめてま 
だ三年たらず t いう fei 期成 ftu 今 
年の新作が恃ちどおしい。 

Hal»s®^^ 

崩卸に接した国民の*き。年号が 
「平成」と改まっても•昭和の天 . M 
の在り LH を fs ぶ声は|向におと 
ろえそうもない* 立川への大 a 
行幸は前後三间に&んでいるが， 
歴史の浅いわが「えくてびあん J 
IH 集部では•この報道は手におえ 
ない。今回もまた H 田鶴吉さんの 
お tit 话にあずかりま I た。いざ谦 
食、いや，いざ「平成」となると歴 
史に根ざした鄉 1 :観をもつておら 
れることの大切さが身にしみます。 

新 I く制定された年号の出典と 
なつた「内平外成」あるいは「地 
平天成」は、どちらも素 B # らしい 
内容をもつているだけに*名荊 (1 
け I ないだけの*^ U を伴わせなけ 
れば。負けまいぞ、ご同辈❶夢 
殿の夢の肺をえくてび*ん 

•: fls ) 石 iitt 繪小 illfi 子菁山 ji 于 »川« 
曲中 8 子^上麻 5 4 沢 JE 弘犟田憷子 

<|^)荚»我”«[«|明杏迅||扃 
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第三五代駅長市川秀雄 

市川氏は*川駅長就任以刖、 
現在の*:川駅 t - の tvft を作 IX 
した方でもある U 当時、既に国 
玖の貨物恂送は斜陆化の途を 
M る一方で、小 ( H 1 りのきくトラ 
ック褕送に次第に市場を贫われ 
て行つた•もし ft 物褕送が浴ち 
込むことなく、立川駅の改良が 
行われていたら、«4 rl は現在と 
uffi を輿にしていた 
であろぅと m 川氏は 
鉼る。立川駅改良 H 
事 <槺ヒ釈含化、駅 
ビル建 JS :>1: 伴ぅ手 
小' ff 物扱栗務の％止， 

さらにはヤード廃止 
が市川駅長 1 :踝せら 
れた使命だった。 ■* 

川 KSS 任^〇、労組は駅 r < 肽 
迎と«;して駅含をビラで岬め尽 
した*•それが，この先、労姐と 
の*砂が容 a ではないことを光 
分に物雄つていた。四 n から五 
门にかけて手小苻物扱噍止の為 
の^埸交渉，労組の抗議 ill 
i & われ、それが結捋すると十！：：： 
にチ定されているヤード晻 JL 反 
対を叫ぶ労組のビラ貼り、職場 
Ife 会は«強化された。 


「立川はまだヤ—ドの棣能を失 
つていない/こと、*くまでヤ 
1 ド麻止に反対する駔 ft •人一 
人を説得•労組靑年部の決起* 
会にも W 嵌的に#加，若い WH 
の意 a <: も耳を傾けた。かつて 
昭和二六年六月 1 :•新潟で W かれ 
た rll 労笫十 IM1 定期人会を榧に労 
W 逆勘に欠 5 - n 労使が一体とな 
ってこそ H 鉄の明るい未來があ 
ると、暗中佚索の中に"労 WS V' 
に敏しよぅと 
L た -rtf 川氏の 
姿がそこにあ 
る。各駅笠埋 
各と管理| 4 の 
バックアッブ 
のもと、現場 
交渉につぐ現 
場交渉と、市 

川駅£は*い a を«ごした。 

そ I て、昭和五五年十 n 計！： 
通り立川駅》物ヤードは疮止さ 
れ、市川«長#任当時二：-:0余 
名を数ぇた « M も：五0余名に 
削減された*■これが， VT 物取扱駅 
の逛約'ャードの再«成を盛り 
込んだ， S . S ダィヤ f •である。 

明けて昭和五六年の正只には 
手作りのかど松を改札 nl : 飾っ 
た取も今となつてはなつかしい • 



「上ラこそ協和へ」 
街角から 
芡領のごあいさつ 





























































私古两ひろさん彫®家（期!町丨丁目） 

01に見出 e れ17才 T 内奥子 C, 

土を碲ち歩，，僅かな明にも逢り政けて，た， 





とさろル 


彫刻は、妙に生々しい。化体の持つ存在感、夜に 
てのひらに伝わる感 «. その手応ぇにとりつかれた 
作り手が刻み込み、溶かし込んだ思いが塊となって、 






















